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こども家庭庁誕生 「4人でも FHの継続を！！」 

北川会長改めて、岸田総理に進言 

 4月 1日「こども家庭庁」が誕生しました。制度面や組織については 142号 

で紹介しましたが、それに先立つ 3月 28日、首相官邸で「こども政策強化に関

する関係府省庁会議」が行われ、FH からは北川会長がヒアリングを受けました。

そこでは会長から「インクルージョン（包括的支援）と家庭養護の充実」の重要性を

伝えました。 

また、4月 11日付福祉新聞では 

「今の体制（ファミリーホームが５・６人の措置児童）は限界という声は多い」と

し、「夫婦で職業として営むケースが少なくないものの、最大の 6人を受け入れる

と十分な養育ができないという。そして障害児の受け入れも増えた。現体制のま

ま 4人にして欲しい」 と北川会長の提言を掲載。（福祉新聞、大きな期待一抹の不安

コーナー） 
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